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第77回 プログラム

１．前回の確認
２．学びの時間
３．グループ活動
４．植生回復活動

　平成25年2月3日（日）に第77回施工ワーキングを開催し、
21名が参加しました。
　今回は「学びの時間」で、前号の施工ワーキングのススメの
特集にもなった「シェルター構造上部の植生回復」について、
これまでの活動や成果を確認しました。グループ活動では、10年間の調査や検討の結果を振り返り、
今後の活動につなげる話し合いをしました。

●第77回施工ワーキング

「環境に配慮した道づくり」施工ワーキングだより
 第63号     　　

問い合わせ先
名古屋市 緑政土木局 道路建設部 道路建設課内 「環境に配慮した道づくり」施工ワーキング事務局
〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１番１号
　電話：052-972-2873　　FAX：052-972-4168

http://www.city.nagoya.jp/shisei/category/53-3-7-0-0-0-0-0-0-0.html

　散策路（緑地）と歩道（道路）が接続する候補地５か所を現地で
実際に確認しました。

　コナラやアベマキの萌芽更新木の剪定を行いました。
　（萌芽更新木については、森ぎわ･道ぎわの植生回復として p.2～3で紹介
　　しています。）

※落書きについては1月11日付けで天白警察署に被害届を提出しています。
　この件について目撃された方は下記問い合わせ先までご連絡下さい。

歩道と散策路が接する高さを確認しました。

それぞれの候補地を
チェックして課題を
抽出しました。

○インスペクターからのコメント（77回）
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検証委員会の課題で挙げられていた歩道と散策路の
接続について検討しました。

◇ フィールドワーク１～植物グループ～

★1
萌芽更新木の管理をしました。

◇ フィールドワーク２～施工グループ～

《特集！》 
　　植生回復 パート２
　　　～森ぎわ・道ぎわ～  p.2～3
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今日は、外はちょっと寒いけれど、森の
中に入ると少し暖かくて、木漏れ日があ
って、こういう里山を散策するにはめっ
たにない良い天気で、ずいぶん楽しませ
て頂きました。今回は学びの時間で今ま
でのデータの比較があったので、非常に
分かりやすかったと思います。浸食状況
については、測量してみるとそれほど浸
食しておらず、以前の活動で皆で力を合
わせて補修した所が有効に効いているこ
とが分かりました。こうやって自然を愛
でたり、活動したりというのも、なかな
　　　　　　か良い機会です。息長く続
　　　　　　　けていけたらいいなと思
　　　　　　　　います。

自然というのは非常に時
間がかかるもので、経年
変化を見てみても、どれ
だけ変わったんだろう？
というくらい、変化が遅
いですね。本当に長い手
間が掛かります。今日も
時間のない中で、少人数
で剪定をしましたが、本
来は何日もかかる作業で
す。まだこれからも大変
ですけれども、皆さん頑
　　　　　張りましょう。

今回はとても良いお天気で、シェル
ターの所に行ったら、オオムカデの
仲間を見つけました。こういう生き
ものがあの中にいるよということを、
皆さん、心で想像してほしいな、と
思います。道路の影響は決してゼロ
ではないと思うので、そうであれば、
より良いものをつくっていかなけれ
ばならないと思います。また、オド
リコソウのような日本にしかない在
来の植物も、高木と同様にここで守
っていけるような地点を増やしてい
　　　　　　　　けたら良いと思い
　　　　　　　　　ます。

剪定前 剪定後

◇維持管理工事のお知らせ

市道弥富相生山線第４号壁面補修工事工 事 名
工事期間　平成25年3月6日～平成25年3月29日
工事内容　シェルター構造物内の塗装工事

　工事区域の維持管理工事の状況をお知らせします。シェルター構造内の落書きを落とし、塗料を塗る
作業を行います。

連
絡
先

名古屋市天白土木事務所
TEL 052-803-6644　FAX 052-805-1594
整備係長　平手 利彦　 ／ 担当者　倉田 三恵子
株式会社　愛知シンコー
TEL 052-698-1523　FAX 052-694-1203
現場代理人　下元 清文

◇ フィールドワーク３～交通グループ～

　定期的に観測している地下水位、湧水量、シェルター構造
上部水位の経年変化について検討するにあたり、施工グルー
プのメンバー全員で、現地を回って一通り観測を行いました。

今後は、これらの調査に加え、土壌水分量や沢筋の浸食状況の調査を行っていきます。

地下水位調査（２か所）湧水量調査（１箇所）
シェルター構造上部の
水位調査（４か所） ★2-3★2-2★2-1

メンバー全員で定期観測をしました。

★2-2


